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【公報種別】特許公報の訂正
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和3年6月23日(2021.6.23)

【特許番号】特許第6865215号(P6865215)
【登録日】令和3年4月7日(2021.4.7)
【特許公報発行日】令和3年4月28日(2021.4.28)
【年通号数】特許・実用新案公報2021-017
【出願番号】特願2018-517396(P2018-517396)
【訂正要旨】特許権者の住所の誤載により下記のとおり全文を訂正する。
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  72/12     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ   4/40     (2018.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/02     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  76/14     (2018.01)
   Ｈ０４Ｗ  92/18     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   72/12     　　　　
   Ｈ０４Ｗ    4/40     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   72/02     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   72/04     １３１　
   Ｈ０４Ｗ   72/04     １３６　
   Ｈ０４Ｗ   76/14     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   92/18     　　　　
【記】別紙のとおり



(2) JP 6865215 B6 2021.6.23

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  直接通信のデータが割り当てられる複数のサブフレームのうち、１つ以上のサブフレー
ムに、前記直接通信のデータと、前記複数のサブフレームを通知する制御情報とを配置す
る処理回路と、
  前記直接通信のデータ及び前記制御情報を送信する送信機と、
  を具備し、
  前記直接通信のデータと前記制御情報とが多重化される場合は前記制御情報にタイミン
グアドバンスフィールドを含まず、前記直接通信のデータと前記制御情報とが多重化され
ない場合は前記制御情報にタイミングアドバンスフィールドを含む、
  無線通信装置。
【請求項２】
  前記直接通信のデータと多重化される前記制御情報は１つのサブフレーム内の複数のPR
Bに配置される、
  請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】
  前記複数のPRBは異なる周波数を用いる、
  請求項２に記載の無線通信装置。
【請求項４】
  前記複数のサブフレームはビットマップを用いて基地局から前記無線通信装置へ指示さ
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れ、前記ビットマップの各ビットは対応するサブフレームが前記直接通信のデータの送信
に用いられるか否かを指示する、
  請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項５】
  前記ビットマップの長さを超える対応関係にあるサブフレームに対して、前記ビットマ
ップのパターンを繰り返すことにより、前記ビットマップの各ビットと前記サブフレーム
との対応付けが行われる、
  請求項４に記載の無線通信装置。
【請求項６】
  前記直接通信のデータと前記制御情報とが多重化される場合は前記制御情報に時間リソ
ースパターン情報を含まず、前記直接通信のデータと前記制御情報とが多重化されない場
合は前記制御情報に時間リソースパターン情報を含む、
  請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項７】
  直接通信のデータが割り当てられる複数のサブフレームのうち、１つ以上のサブフレー
ムに、前記直接通信のデータと、前記複数のサブフレームを通知する制御情報とを配置す
る処理ステップと、
  前記直接通信のデータ及び前記制御情報を送信する送信ステップと、
  を具備し、
  前記直接通信のデータと前記制御情報とが多重化される場合は前記制御情報にタイミン
グアドバンスフィールドを含まず、
  前記直接通信のデータと前記制御情報とが多重化されない場合は前記制御情報にタイミ
ングアドバンスフィールドを含む、
  無線通信方法。
【請求項８】
  前記直接通信のデータと前記制御情報とが多重化される場合は前記制御情報に時間リソ
ースパターン情報を含まず、前記直接通信のデータと前記制御情報とが多重化されない場
合は前記制御情報に時間リソースパターン情報を含む、
  請求項７に記載の無線通信方法。
【請求項９】
  直接通信のデータが割り当てられる複数のサブフレームのうち、１つ以上のサブフレー
ムに、前記直接通信のデータと、前記複数のサブフレームを通知する制御情報とを配置す
る処理と、
  前記直接通信のデータ及び前記制御情報を送信する処理と、
  を制御し、
  前記直接通信のデータと前記制御情報とが多重化される場合は前記制御情報にタイミン
グアドバンスフィールドを含まず、
  前記直接通信のデータと前記制御情報とが多重化されない場合は前記制御情報にタイミ
ングアドバンスフィールドを含む、
  集積回路。
【請求項１０】
  前記直接通信のデータと前記制御情報とが多重化される場合は前記制御情報に時間リソ
ースパターン情報を含まず、前記直接通信のデータと前記制御情報とが多重化されない場
合は前記制御情報に時間リソースパターン情報を含む、
  請求項９に記載の集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本開示は、無線通信の分野に関し、特に、無線通信装置、無線通信方法および集積回路に
関する。
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【背景技術】
【０００２】
  Ｖ２Ｘは、車両間の通信（Ｖ２Ｖ）、車両と歩行者との間の通信（Ｖ２Ｐ）、車両とイ
ンフラストラクチャとの間の通信（Ｖ２Ｉ）、または車両とネットワークとの間の通信（
Ｖ２Ｎ）を意味する。Ｄ２Ｄ（Device to Device）シナリオと比較して、Ｖ２Ｘには、（
１）最大１２０ｋｍ／ｈ、さらにはそれ以上と、相対的に高速であること、及び、（２）
グループ内のＵＥ（ユーザ機器（User Equipment））密度が相対的に高いこと、の２つの
異なる特性がある。上記の特性、特に第２の特性に起因して、リソース割り当て（resour
ce allocation）が、これまで３ＧＰＰ（the 3rd Generation Partner Project）で議論
されている重大な問題の１つとなっている。
【発明の概要】
【０００３】
  １つの非限定的かつ例示的な実施形態は、Ｖ２Ｘネットワークなどのような、互いに直
接通信することができる複数の無線装置を含む無線通信ネットワークにおけるリソース割
り当てメカニズムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
  本開示の第１の一般的な態様では、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む無線通
信ネットワークにおける無線装置であって、データと、スケジューリング割り当てメッセ
ージとを、送信情報へ多重化する処理回路と、スケジューリング割り当て期間内において
、送信情報を、無線通信ネットワーク内の他の無線装置に送信する送信機とを備え、スケ
ジューリング割り当てメッセージは、上記スケジューリング割り当て期間または以前のス
ケジューリング割り当て期間におけるデータ送信リソースを通知するために使用される、
無線装置が提供される。
【０００５】
  本開示の第２の一般的な態様では、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む通信ネ
ットワークにおける無線装置であって、スケジューリング割り当て期間内に送信情報を通
信ネットワーク内の他の無線装置から受信する受信機と、送信情報からスケジューリング
割り当てメッセージを逆多重化し、スケジューリング割り当てメッセージに基づいて送信
情報からデータを復号する処理回路とを備え、スケジューリング割り当てメッセージは、
上記スケジューリング割り当て期間または以前のスケジューリング割り当て期間における
データ送信リソースを通知するために使用される、無線装置が提供される。
【０００６】
  本開示の第３の一般的な態様では、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む無線通
信ネットワークにおける無線装置の無線通信方法であって、通信方法は、データと、スケ
ジューリング割り当てメッセージとを、送信情報へ多重化するステップと、スケジューリ
ング割り当て期間内において、送信情報を、通信ネットワーク内の他の無線装置に送信す
るステップとを含み、スケジューリング割り当てメッセージは、上記スケジューリング割
り当て期間または以前のスケジューリング割り当て期間におけるデータ送信リソースを通
知するために使用される、無線通信方法が提供される。
【０００７】
  本開示の第４の一般的な態様では、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む通信ネ
ットワークにおける無線装置の無線通信方法であって、スケジューリング割り当て期間内
に送信情報を通信ネットワーク内の他の無線装置から受信するステップと、送信情報から
スケジューリング割り当てメッセージを逆多重化し、スケジューリング割り当てメッセー
ジに基づいて送信情報からデータを復号するステップとを含み、スケジューリング割り当
てメッセージは、上記スケジューリング割り当て期間または以前のスケジューリング割り
当て期間内におけるデータ送信リソースを通知するために使用される、無線通信方法が提
供される。
【０００８】
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  一般的なまたは特定の実施形態は、システム、方法、集積回路、コンピュータプログラ
ム、記憶媒体、またはそれらの任意の選択的組み合わせとして実装され得ることに留意さ
れたい。
【０００９】
  開示される実施形態のさらなる利益および利点は、本明細書および図面から明らかにな
るであろう。利益および／または利点は、そのような利益および／または利点の１つ以上
を得るためにすべて提供される必要はない、本明細書および図面の様々な実施形態および
特徴によって個別に得ることができる。
【００１０】
  本開示の前述の特徴および他の特徴は、添付の図面と併せて以下の説明および添付の特
許請求の範囲からより完全に明らかになるであろう。これらの図面は、本開示に係るいく
つかの実施形態のみを描写し、したがって、その範囲の限定と考えられるべきではないと
いう理解のもと、本開示は、添付の図面を使用することにより、さらに具体的かつ詳細に
説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本開示の実施形態に係る無線装置におけるリソース割り当てメカニズムを示す概
略図
【図２】本開示の実施形態に係る無線装置を概略的に示すブロック図
【図３】本開示の実施形態に係る無線装置における他のリソース割り当てメカニズムを示
す概略図
【図４】本開示の実施形態に係る無線装置におけるさらなるリソース割り当てメカニズム
を示す概略図
【図５】本開示の実施形態に係る時間領域における多重化ＳＡメッセージの位置を示す概
略図
【図６】本開示の実施形態に係る周波数領域における多重化ＳＡメッセージの位置を示す
概略図
【図７】本開示の他の実施形態に係る無線装置を概略的に示すブロック図
【図８】本開示の実施形態に係る無線通信方法を概略的に示すフローチャート
【図９】本開示の他の実施形態に係る無線通信方法を概略的に示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１２】
  以下の詳細な説明では、その一部を形成する添付の図面を参照する。図面において、類
似の記号は、文脈が別途指示しない限り、一般的には類似の構成要素を特定する。本開示
の態様は、多種多様な異なる構成で配置され、置換され、結合され、設計され得、これら
のすべてが明示的に企図され、本開示の一部をなすことは容易に理解されるであろう。
【００１３】
  Ｖ２Ｘ通信ネットワークでは、上述したように、グループ内に車両などのように相対的
により高速な無線装置が多数存在する場合がある。一方では多くの車両が同じリソースプ
ール内で衝突する場合があり、他方では、半二重制約に起因して他の装置をリスンするこ
とができない。
【００１４】
  本開示の実施形態では、Ｖ２Ｘ通信ネットワークまたはＤ２Ｄ通信ネットワークなど、
互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む無線通信ネットワーク内に適用される無線装
置が提供される。本開示の実施形態に係る無線装置は、混雑している可能性のあるスケジ
ューリング割り当て（ＳＡ：Scheduling Assignment）リソースプールを考慮すると、Ｌ
ＴＥ（Long Term Evolution）における半静的または半永続スケジューリング（ＳＰＳ（S
emi-static or semi-persistent scheduling））メカニズムと同様のメカニズムを採用す
る。これは、本明細書を通じて「ＳＰＳライクメカニズム（SPS like mechanism）」と呼
ぶ。以下、ＳＰＳライクメカニズムの詳細について、図１を参照して説明する。
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【００１５】
  図１は、本開示の実施形態に係る無線装置におけるリソース割り当てメカニズムを示す
概略図である。図１に示すように、複数のＳＡ期間が存在する。第１のＳＡ期間では、ド
ット模様のブロックによって示されるＳＡメッセージが送信され、斜線模様のブロックに
よって示される関連データがそれに応じて送信される。ＳＡメッセージは、ＳＰＳライク
送信（SPS like transmission）の開始を通知するために使用される。第２のＳＡ期間の
ような中間のＳＡ期間では、送信されるＳＡメッセージは存在しない。最後のＳＡ期間で
は、ＳＰＳライク送信の終了を通知するためにＳＡメッセージが送信される。さらに、第
１のＳＡ期間に送信されるＳＡメッセージは、複数のＳＡ期間の各々におけるデータ送信
リソースを通知するために使用される。
【００１６】
  図１は、リソース割り当てメカニズムの第１の例を示している。第１のＳＡ期間におい
て、ＳＰＳライク送信の開始を通知するためにＳＡメッセージが送信され、最後のＳＡ期
間において、ＳＰＳライク送信の終了を通知するために他のＳＡメッセージが送信され、
中間のＳＡ期間ではＳＡメッセージは送信されない。図示されていない第２の例では、第
１のＳＡ期間において、期間などのようなＳＰＳライク送信に関連する情報を通知するた
めにＳＡメッセージが送信され、第１のＳＡ期間以外のＳＡ期間ではＳＡメッセージは送
信されない。さらに、第１のＳＡ期間に送信されるＳＡメッセージは、複数のＳＡ期間の
各々におけるデータ送信リソースを通知するためにさらに使用される。
【００１７】
  上記いずれの例においても、ＳＡ期間の一部（第１の例では中間のＳＡ期間、第２の例
では第１のＳＡ期間以外のＳＡ期間）ではＳＡメッセージが送信されないため、一般的に
、ＳＰＳライク送信中に非常に多数のＳＡメッセージを抑えることができる。これにより
、ＳＡ衝突を低減することができ、ＳＡリソースプールにおける半二重問題を緩和するこ
とができる。これは、ＵＥまたは車両が他のＵＥまたは車両からのメッセージを受信する
機会が増えることを意味する。
【００１８】
  しかし、ネットワークのトポロジは頻繁に変化する場合がある。特に、Ｖ２Ｘシナリオ
では、図１に示すようなＳＰＳライク送信において、無線装置がネットワークに頻繁に参
加するかまたは離れる場合があるため、ＳＡメッセージが送信されないＳＡ期間中にネッ
トワークに新たに参加する無線装置は、ＳＡメッセージの欠如に起因してデータを復号す
ることができない。
【００１９】
  上記の問題をさらに解決するために、本開示の他の実施形態では、Ｖ２Ｘ通信ネットワ
ークなど、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む無線通信ネットワーク内に適用さ
れる無線装置が提供される。
【００２０】
  図２は、本開示の実施形態に係る無線装置を概略的に示すブロック図である。
【００２１】
  無線装置２００は、データと、スケジューリング割り当てメッセージとを、送信情報へ
多重化するように動作可能な処理回路２１０と、スケジューリング割り当て期間内におい
て、送信情報を、無線通信ネットワーク内の他の無線装置に送信するように動作可能な送
信機２２０とを備えることができる。スケジューリング割り当てメッセージは、スケジュ
ーリング割り当て期間におけるデータ送信リソースを通知するために使用することができ
る。代替的に、スケジューリング割り当てメッセージは、また、以前のスケジューリング
割り当て期間におけるデータ送信リソースを通知するために使用することもできる。これ
は、受信無線装置（図３を参照して詳細に説明する）が、次のスケジューリング割り当て
期間内でスケジューリング割り当てメッセージを受信するのに成功した後に、データをバ
ッファリングし、復号する必要があることを意味する。
【００２２】
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  本発明に係る無線装置２００は、任意選択的に、無線装置２００内のそれぞれのユニッ
トの様々なデータおよび制御動作を処理するための関連プログラムを実行するＣＰＵ（Ce
ntral Processing Unit）２３０、ＣＰＵ２３０によって様々なプロセスおよび制御を行
うために必要な様々なプログラムを格納するＲＯＭ（Read Only Memory）２４０、ＣＰＵ
２３０によるプロセスおよび制御の過程で一時的に生成される中間データを格納するＲＡ
Ｍ（Random Access Memory）２５０、および／または、様々なプログラム、データなどを
格納する記憶装置２６０を含んでもよい。上記処理回路２１０、送信機２２０、ＣＰＵ２
３０、ＲＯＭ２４０、ＲＡＭ２５０および／または記憶装置２６０などは、データおよび
／またはコマンドバス２７０を介して相互接続され、相互間で信号を転送することができ
る。
【００２３】
  上記のそれぞれの構成要素は、本開示の範囲を限定するものではない。本開示の実施形
態によれば、上記処理回路２１０および送信機２２０の機能はハードウェアによって実施
されてもよく、上記ＣＰＵ２３０、ＲＯＭ２４０、ＲＡＭ２５０および／または記憶装置
２６０は必要でなくてもよい。代替的に、上記処理回路２１０および送信機２２０の機能
はまた、上記のＣＰＵ２３０、ＲＯＭ２４０、ＲＡＭ２５０、および／または記憶装置２
６０などと組み合わせた機能ソフトウェアによって実施されてもよい。
【００２４】
  以下、図３を参照して、無線装置２００が採用するスケジューリング割り当てメカニズ
ムについて説明する。図３は、本開示の実施形態に係る無線装置における他のリソース割
り当てメカニズムを示す概略図である。
【００２５】
  図３に示すように、図１と同様の複数のＳＡ期間が存在する。本実施形態と図１に示す
実施形態との違いは、図１にはＳＡメッセージを送信するための専用のＳＡ領域が存在し
、スケジューリング割り当て期間内のすべてのサブフレームが潜在的にデータを送信する
ことができる、図３に示す本実施形態においては、専用のＳＡ領域は存在しなくてもよい
。
【００２６】
  さらに、本実施形態と図１に示す実施形態との相違点は、図３においては、ＳＡメッセ
ージがデータとともに送信情報へ多重化されることにある。これは、黒い正方形で満たさ
れたブロックによって示されている。送信情報は、ＳＡ期間、例えば図３に示すような第
２のＳＡ期間内で他の無線装置に送信される。
【００２７】
  ＳＡメッセージおよびデータの多重化は、物理サイドリンクブロードキャストチャネル
（ＰＳＢＣＨ：Physical Sidelink Broadcast Channel）などのブロードキャストチャネ
ルを介して無線装置によって指示することができる。この無線装置は、同期ソースとして
機能することができる限り、本無線装置または通信ネットワーク内の他の無線装置であっ
てもよい。
【００２８】
  可能な実施形態では、ＳＡメッセージは、現在のデータ送信リソース（例えば、サブフ
レーム）が送信情報を送信することを許可されている場合に、現在のＳＡ期間におけるデ
ータ送信リソースを通知するために使用される。
【００２９】
  他の可能な実施態様では、現在のサブフレームが送信情報を送信することを許可されて
いない場合、例えば、図３の第１のＳＡ期間のような以前のＳＡ期間においてデータが最
初に送信され得る。次いで、例えば、図３の第２のＳＡ期間のような後続のＳＡ期間にお
いて、多重化ＳＡメッセージが送信される。そのような場合、ＳＡメッセージは、以前の
ＳＡ期間におけるデータ送信リソースを通知するために使用される。受信無線装置のため
に、いくつかのサブフレームがバッファリングされてもよい。データは、多重化ＳＡメッ
セージが検出された後に復号されてもよい。データの開始は、多重化ＳＡメッセージによ
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って通知することができる。このような実施態様では、無線装置は、データを迅速に送信
することができ、待ち時間を低減することができる。
【００３０】
  図４は、本開示の実施形態に係るさらなるスケジューリング割り当てメカニズムを示す
概略図である。図４のスケジューリング割り当てメカニズムもまた、図１を参照して説明
したような、ＳＰＳライクメカニズムを採用する。本実施形態と、図１に示す実施形態と
の違いは、図１の中間のＳＡ期間において送信されるＳＡメッセージが存在しないのに対
して、本実施形態では、中間のＳＡ期間においてデータと多重化されたＳＡメッセージが
送信されることにある。図４に示すような中間のＳＡ期間において送信情報が送信される
が、図示しない他の例では、送信情報は、中間のＳＡ期間と最後のＳＡ期間の両方におい
て送信されてもよいことに留意されたい。すなわち、ＳＡメッセージは、図示のようにデ
ータとともに送信情報へと多重化され、送信情報は、第１のＳＡ期間以外の少なくとも１
つのＳＡ期間のデータ送信リソースにおいて送信される。複数のＳＡ期間の各々は、デー
タ領域を含む。各データ領域内のデータ送信リソースは、ＳＡメッセージによって示され
る。
【００３１】
  ＳＡメッセージは、様々な方法でデータと多重化することができる。例えば、処理回路
は、ＳＡメッセージのリソースエレメントを物理層のデータリソースに埋め込んで、送信
情報を形成することができる。ここで、データリソースの関連するリソースエレメントが
パンクチャされる。他の例では、処理回路は、ＳＡメッセージを、サブフレームの１つの
スロットのようなデータ送信リソースの一部にマッピングし、データを、サブフレームの
他のスロットのような、データ送信リソースの他の部分にマッピングして、送信情報を形
成することができる。データの符号化レートは、上記他のスロットのような、データを送
信する他の部分内でマッチングされる。
【００３２】
  また、図４に示すように、第１のＳＡ期間は、データ送信リソースを通知するための他
のＳＡメッセージが送信されるＳＡ領域を含む。具体的には、ＳＰＳライク送信に関連す
るパラメータを通知するための、例えば、ＳＰＳライク送信の開始、ＳＰＳライク送信の
期間、ＳＰＳの時間／周波数リソースなどを通知するための、フィールドまたはいくつか
のフィールドの組み合わせが、上記他のＳＡメッセージ内に追加され得る。代替的に、異
なるＲＮＴＩ（Radio Network Temporary Identity）を使用して、ＳＰＳライク送信を通
知することができる。
【００３３】
  以下では、多重化ＳＡメッセージと称される場合がある、データ領域内のデータと多重
化されたＳＡメッセージのフォーマットに関して、いくつかの選択肢が存在し得る。第１
の選択肢では、多重化ＳＡメッセージのフォーマットは、第１のＳＡ期間において送信さ
れている上記他のＳＡメッセージのフォーマットと同じであってもよい。これは以下、「
通常ＳＡメッセージ」と称される場合がある。例えば、サイドリンク制御情報（ＳＣＩ：
Sidelink Control Information）フォーマット０を再使用することができる。
【００３４】
  第２の選択肢において、多重化ＳＡメッセージのフォーマットは、通常ＳＡメッセージ
のフォーマットに比べてより単純化されてもよい。例えば、多重化ＳＡメッセージの位置
がデータの位置を反映することができるため、通常ＳＡメッセージ内のリソース割り当て
フィールドは、削除されるか、またはサイズを縮小することができる。
【００３５】
  他の例では、データおよび多重化ＳＡメッセージが同じデータリソース内で処理される
、すなわち、同じタイミングアドバンスを使用するため、通常ＳＡメッセージのタイミン
グアドバンスフィールドを削除することができる。特に、送信機は、他の無線装置からの
受信タイミングに基づき、Ｄ２Ｄネットワークにおけるモード１送信のようなｅＮｏｄｅ
  Ｂスケジューリング送信と、Ｄ２Ｄネットワークにおけるモード２送信のようなＵＥ自
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律スケジューリング送信の両方において、タイミングアドバンスを有しない下りリンクタ
イミングを使用して送信情報を送信するように動作可能とすることができる。代替的に、
ｅＮｏｄｅ  Ｂスケジューリング送信の場合に、Ｖ２Ｘがセルラキャリアで動作される場
合、タイミングアドバンスが第１のＳＡ期間に適用され得る。
【００３６】
  さらなる例として、図５を参照して後述されるように、多重化ＳＡメッセージが特定の
時間リソースパターン（Ｔ－ＲＰＴ：Time-Resource Pattern）インデックスを反映する
ことができる。このため、通常ＳＡメッセージにおける時間リソースパターン（Ｔ－ＲＰ
Ｔ）フィールドが除去されるか、またはサイズを縮小することができる。
【００３７】
  ＳＰＳライク送信は、無線装置によってイネーブルまたはディセーブルされてもよく、
ＰＳＢＣＨなどのようなブロードキャストチャネルを通じて指示されてもよい。この無線
装置は、同期ソースとして機能することができる限り、本無線装置または通信ネットワー
ク内の他の無線装置であってもよい。
【００３８】
  さらに、多重化ＳＡメッセージの指示によって、ＭＣＳ（Modulation and Coding Sche
me）などの送信特性を適合することができる。
【００３９】
  さらに、ＳＰＳライク送信では、無線装置から他の無線装置への送信が無線装置によっ
て自律的にスケジューリングされる場合、データ送信リソースは、第１のＳＡ期間に１回
、無線装置によって選択することができる。すなわち、ＵＥ自律スケジューリング送信の
場合、無線装置は、第１のＳＡ期間内で通常ＳＡメッセージを送信し、後続のＳＡ期間内
で多重化ＳＡメッセージを送信することができる。無線装置は、第１のＳＡ期間において
一回、リソース（ＳＡまたはデータ）を選択するだけである。リソースは、後続のＳＡ期
間内で繰り返される。
【００４０】
  代替的に、データ送信リソースは、無線装置から他の無線装置への送信が基地局によっ
てスケジューリングされる場合、基地局によって選択されてもよい。すなわち、ｅＮｏｄ
ｅ  Ｂに基づくスケジューリング送信の場合、無線装置は、第１のＳＡ期間内で通常ＳＡ
メッセージを送信し、後続のＳＡ期間内で多重化ＳＡメッセージを送信することができる
。ただし、上記の場合とは異なり、リソース選択はｅＮｏｄｅ  Ｂの方針（guidance）に
従う。さらに、実施形態では、ＳＡ期間内の多重化ＳＡメッセージを送信するための時間
位置が制限され得る。図５は、本開示の実施形態に係る時間領域における多重化ＳＡメッ
セージの位置を概略的に示す図である。図５に示すように、多重化ＳＡメッセージの時間
位置は、第２のＴ－ＲＰＴビットマップが示す最初のいくつかの「１」サブフレームに限
定され得る。特に、図５において、ビットマップの値は、例えば、「１１１００１００」
である。これは、斜線模様のサブフレーム＃１、＃２、＃３、および＃６が送信に利用可
能であることを意味する。図５に示すように、このようなビットマップは、ＳＡ期間の終
わりまで繰り返され、最後のいくつかのサブフレームについては切り捨てられたビットマ
ップが使用される。ビットマップの使用は、受信無線装置および送信無線装置が、いつ第
１のビットマップ、第２のビットマップなどを適用するかが分かるように、すべてのＵＥ
に対して共通である。当業者であれば、図５に示すビットマップの値は一例にすぎず、ビ
ットマップの他の値も可能であることは理解されたい。
【００４１】
  図５に示すように、Ｔ－ＲＰＴパターンを適用するための開始サブフレームは、多重化
ＳＡメッセージとデータとの間で合わせられる。Ｔ－ＲＰＴパターンを適用するタイミン
グはセル特有またはグループ特有であるため、送信無線装置および受信無線装置は、多重
化ＳＡメッセージを送信する時間について同じ理解を有する。送信機は、ＳＡ期間内の時
間リソースパターン（Ｔ－ＰＲＴ）を適用するサブフレームの一部において送信情報を送
信するように動作することができる。サブフレームの一部は、リソース割り当てモード（
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ｅＮｏｄｅ  Ｂがスケジューリングするか、または、ＵＥが自律的に選択する）に応じて
、指定する、事前定義する、または設定することができる。受信機はビットマップの値を
事前に知らないため、ビットマップ（時間リソースパターン）の１つの値、例えば「１１
１００１００」を推定し、多重化ＳＡメッセージを検出しようとする。復号の複雑さを低
減するために、多重化ＳＡメッセージを送信するＴ－ＲＰＴパターンの一部を制限するこ
とが可能である。
【００４２】
  さらに、周波数領域において、多重化ＳＡメッセージは、様々な方法で送信することが
できる。一例として、多重化ＳＡメッセージは、サブフレーム内の１つのＰＲＢにおいて
送信されてもよい。他の例として、多重化ＳＡメッセージは、サブフレーム内のすべての
割り当てられているＰＲＢにおいて繰り返し送信されてもよい。さらなる例として、同じ
多重化ＳＡメッセージが、サブフレーム内のいくつかのＰＲＢにまたがって送信されても
よい。
【００４３】
  さらに、実施形態では、ＳＡ期間内の多重化ＳＡメッセージを送信するための周波数位
置も制限され得る。図６は、本開示の実施形態に係る周波数領域における多重化ＳＡメッ
セージの位置を概略的に示す図である。一例として、多重化ＳＡメッセージの周波数位置
は、Ｔ－ＲＰＴパターンとリンクされてもよい。例えば、Ｔ－ＲＰＴパターンが「１１１
００１００」である場合、第１のＰＲＢ（物理リソースブロック（Physical Resource Bl
ock））は、多重化ＳＡメッセージを送信するために使用される。Ｔ－ＲＰＴパターンが
「１１００００００」である場合、第３のＰＲＢが多重化ＳＡメッセージを送信するため
に使用される。すなわち、異なるＴ－ＲＰＴパターンは、多重化ＳＡメッセージの異なる
周波数位置とリンクされる。したがって、送信機は、データ送信リソースのＰＲＢ内で送
信情報を送信するように動作することができる。ＰＲＢのインデックスは、データ送信リ
ソースのＴ－ＲＰＴインデックスに関連付けられる。
【００４４】
  受信無線装置の場合、受信無線装置は、特定のＴ－ＲＰＴパターンを推定し、多重化Ｓ
Ａメッセージを検出しようとすることができる。受信無線装置は、多重化ＳＡメッセージ
が検出された場合、それに応じてＴ－ＲＰＴパターンも分かる。図６において、候補１は
Ｔ－ＲＰＴパターン１とリンクされ、候補２はＴ－ＲＰＴパターン２とリンクされる。送
信無線装置について、周波数リソース割り当ては、多重化ＳＡメッセージを送信するため
に、対応するリンクされたＰＲＢを含むべきである。したがって、このような例では、受
信無線装置の複雑さは低減され得るが、周波数領域におけるリソース割り当てにはいくつ
かの制約が存在し得る。
【００４５】
  他の例として、多重化ＳＡメッセージの周波数位置は、Ｔ－ＲＰＴパターンにかかわら
ず固定されてもよい。すなわち、送信機は、データ送信リソースの固定ＰＲＢにおいて送
信情報を送信するように動作することができる。例えば、ＰＲＢ  １および１３は常に、
多重化ＳＡメッセージを送信するための可能性のある候補であり得る。そのような場合、
データリソースは候補ＰＲＢの１つを含むべきである。
【００４６】
  本実施形態では、多重化ＳＡメッセージは、ＳＰＳライクリソース割り当て（SPS like
 resource allocation）シナリオで記述されている。しかし、本開示はこれに限定される
ものではなく、動的リソース割り当てに適用してもよいし、または、さらには図３に示す
ようなＳＡリソースプールのないシナリオに適用してもよいことに留意されたい。
【００４７】
  また、上記いずれの図においても、１つのＳＡメッセージを送信するために使用される
ＳＡチャネルまたは１つのトランスポートブロックを送信するために使用されるデータチ
ャネルが繰り返されていることに留意されたい。反復されるＳＡチャネルまたは反復され
るデータチャネルの間には、あるホッピング規則が適用され得る。例えば、図４では、Ｓ
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Ａチャネルが２回繰り返され、データチャネルが４回繰り返され、多重化ＳＡメッセージ
が４つの反復データチャネル内で送信される。ただし、これは一例にすぎず、本開示はこ
れに限定されるものではない。当業者であれば、ＳＡチャネルおよびデータチャネルは、
図に示されたもの以外の回数繰り返されてもよく、多重化ＳＡメッセージは、任意の１つ
または複数の反復データチャネルにおいて送信されてもよいことを理解されたい。
【００４８】
  図３～図６を参照して上述したリソース割り当てメカニズムは、Ｄ２Ｄネットワークに
おけるモード１送信のような、ｅＮｏｄｅ  Ｂによってスケジューリングされる送信と、
Ｄ２Ｄネットワークにおけるモード２送信のような、ＵＥ自律送信の両方に適用すること
ができる。ＳＡメッセージをデータと多重化し、データと共に多重化されたＳＡメッセー
ジをデータチャネル内で送信することによって、ＳＡリソースプールを緩和することがで
き、新たに参加するＵＥは、第１のＳＡ期間以外の任意のＳＡ期間において送信される任
意のデータを逃さない。
【００４９】
  図７は、本開示の実施形態に係る無線装置を概略的に示すブロック図である。
【００５０】
  無線装置７００は、スケジューリング割り当て期間内に送信情報を通信ネットワーク内
の他の無線装置から受信するように動作可能な受信機７１０と、送信情報からスケジュー
リング割り当てメッセージを逆多重化し、スケジューリング割り当てメッセージに基づい
て送信情報からデータを復号するように動作可能な処理回路７２０とを備えることができ
る。スケジューリング割り当てメッセージは、スケジューリング割り当て期間におけるデ
ータ送信リソースを通知するために使用することができる。代替的に、スケジューリング
割り当てメッセージはまた、以前のスケジューリング割り当て期間におけるデータ送信リ
ソースを通知するために使用することもできる。
【００５１】
  本発明に係る無線装置７００は、任意選択的に、無線装置７００内のそれぞれのユニッ
トの様々なデータおよび制御動作を処理するための関連プログラムを実行するＣＰＵ（Ce
ntral Processing Unit）７３０、  ＣＰＵ７３０によって様々なプロセスおよび制御を
行うために必要な様々なプログラムを格納するＲＯＭ（Read Only Memory）７４０、ＣＰ
Ｕ７３０によるプロセスおよび制御の過程で一時的に生成される中間データを格納するＲ
ＡＭ（Random Access Memory）７５０、および／または、様々なプログラム、データなど
を格納する記憶装置７６０を含んでもよい。上記受信機７１０、処理回路７２０、ＣＰＵ
７３０、ＲＯＭ７４０、ＲＡＭ７５０および／または記憶装置７６０などは、データおよ
び／またはコマンドバス７７０を介して相互接続され、相互間で信号を転送することがで
きる。
【００５２】
  上記のそれぞれの構成要素は、本開示の範囲を限定するものではない。本開示の実施形
態によれば、上記受信機７１０および処理回路７２０の機能はハードウェアによって実施
されてもよく、上記ＣＰＵ７３０、ＲＯＭ７４０、ＲＡＭ７５０および／または記憶装置
７６０は必要でなくてもよい。代替的に、上記受信機７１０および処理回路７２０の機能
はまた、上記のＣＰＵ７３０、ＲＯＭ７４０、ＲＡＭ７５０、および／または記憶装置７
６０などと組み合わせた機能ソフトウェアによって実施されてもよい。
【００５３】
  実施形態では、データ送信リソースは、ＳＡ領域およびデータ領域を含むスケジューリ
ング割り当て期間のデータ領域内にある。処理回路は、最初にＳＡ領域からスケジューリ
ング割り当てメッセージのブラインド復号を試みるように動作することができる。次に、
処理回路は、データ領域からＳＡメッセージをブラインド復号するように動作することが
できる。ＳＡメッセージを復号した後、データはそれに応じて復号される。
【００５４】
  他の実施形態では、データ送信リソースは、第１のＳＡ期間以外の少なくとも１つのＳ
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Ａ期間内にある。各ＳＡ期間はデータ領域を含み、各データ領域内のデータ送信リソース
は、ＳＡメッセージによって示される。すなわち、上記のようなＳＰＳライクリソース割
り当てが適用される。
【００５５】
  さらなる実施形態では、処理回路は、ＳＡメッセージおよびデータがＰＳＢＣＨなどの
ようなブロードキャストチャネルを介して多重化されていないことが示される場合、また
はＳＰＳライクリソース割り当てがブロードキャストチャネルを通じてイネーブルされて
いないことが示される場合、ＳＡ領域からのＳＡメッセージを復号するように動作するこ
とができる。
【００５６】
  さらなる実施形態では、ＳＰＳライクリソース割り当てがイネーブルされると、他のＳ
Ａメッセージ（上記のような通常ＳＡメッセージ）が第１のＳＡ期間において送信される
。第１のＳＡ期間においてＳＰＳライクリソース割り当てを通知する通常ＳＡメッセージ
を既に検出した無線装置について、無線装置は、ＳＡリソースプール内の通常ＳＡメッセ
ージに基づいて、始めからＳＰＳライク送信を既に知っているため、後続のＳＡ期間にお
いて多重化ＳＡメッセージを検出または監視する必要はない場合がある。後続のＳＡ期間
に新たに参加する無線装置について、無線装置は、最初にＳＡリソースプール内の通常Ｓ
Ａメッセージを検出し、次いで、上述のようなデータリソースプール内の多重化ＳＡメッ
セージを検出する。したがって、本実施形態に係る無線装置によって、新たに参加する無
線装置は、ＳＰＳライク送信のデータを依然として正しく復号することができる。
【００５７】
  図８は、本開示の実施形態に係る無線通信方法８００を示すフローチャートである。
【００５８】
  図８に示すように、まず、ブロック８１０において、データは、スケジューリング割り
当てメッセージとともに送信情報へと多重化される。次に、ブロック８２０において、送
信情報は、スケジューリング割り当て期間内に通信ネットワーク内の他の無線装置に送信
される。
【００５９】
  スケジューリング割り当てメッセージは、上記スケジューリング割り当て期間または以
前のスケジューリング割り当て期間におけるデータ送信リソースを通知するために使用す
ることができる。
【００６０】
  無線通信方法の詳細は、無線装置を参照して上述したため、ここでは繰り返さない。
【００６１】
  図９は、本開示の実施形態に係る他の無線通信方法９００を示すフローチャートである
。
【００６２】
  図９に示すように、まず、ブロック９１０において、スケジューリング割り当て期間に
おいて、通信ネットワーク内の他の無線装置からの送信情報が受信される。
【００６３】
  次に、ブロック９２０において、送信情報からスケジューリング割り当てメッセージが
逆多重化される。ブロック９３０において、スケジューリング割り当てメッセージに基づ
いて送信情報からデータが復号される。
【００６４】
  無線通信方法の詳細は、無線装置を参照して上述したため、ここでは繰り返さない。
【００６５】
  図８または図９に示す無線通信方法によって、新たに参加するＵＥは、第１のＳＡ期間
以外の任意のＳＡ期間で送信された任意のデータを逃すことはない。
【００６６】
  本開示は、ソフトウェア、ハードウェア、またはハードウェアと連携したソフトウェア
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で実現することが可能である。各実施の形態の説明に用いた各機能ブロックは、集積回路
であるＬＳＩとして実現され、各実施の形態で説明した各プロセスはＬＳＩによって制御
されてもよい。ＬＳＩは個々のチップから構成されてもよいし、機能ブロックの一部また
は全てを含むように一つのチップから構成されてもよい。ＬＳＩは、データの入力と出力
を備えてもよい。ＬＳＩは、集積度の違いにより、ＩＣ、システムＬＳＩ、スーパーＬＳ
Ｉ、ウルトラＬＳＩと呼称されることもある。集積回路化の手法はＬＳＩに限るものでは
なく、専用回路または汎用プロセッサで実現してもよい。また、ＬＳＩ製造後に、プログ
ラムすることが可能なＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Array）、または、ＬＳＩ内
部の回路セルの接続又は設定を再構成可能なリコンフィグラブル・プロセッサを利用して
もよい。
【００６７】
  本開示の第１の一般的な態様では、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む無線通
信ネットワークにおける無線装置であって、データと、スケジューリング割り当てメッセ
ージとを、送信情報へ多重化する処理回路と、スケジューリング割り当て期間内において
、送信情報を、無線通信ネットワーク内の他の無線装置に送信する送信機と、を備え、ス
ケジューリング割り当てメッセージは、上記スケジューリング割り当て期間または以前の
スケジューリング割り当て期間におけるデータ送信リソースを通知するために使用される
、無線装置が提供される。
【００６８】
  第１の実施形態の無線装置によれば、データ送信リソースは、複数のスケジューリング
割り当て期間のうちの第１のスケジューリング割り当て期間以外の少なくとも１つのスケ
ジューリング割り当て期間内に存在し、複数のスケジューリング割り当て期間の各々は、
データ領域を含み、各データ領域内のデータ送信リソースは、スケジューリング割り当て
メッセージによって通知されることができる。
【００６９】
  第１の実施形態の無線装置によれば、第１のスケジューリング割り当て期間は、データ
送信リソースを割り当てるための他のスケジューリング割り当てメッセージが送信される
スケジューリング割り当て領域を含むことができる。
【００７０】
  第１の実施形態の無線装置によれば、上記他のスケジューリング割り当てメッセージは
、リソース割り当てフィールド、タイミングアドバンスフィールド、および時間リソース
パターン（Ｔ－ＲＰＴ）フィールドを含み、これらのフィールドのうちの少なくとも１つ
は含まれないか、またはスケジューリング割り当てメッセージにおけるサイズが縮小され
る。
【００７１】
  第１の実施形態の無線装置によれば、無線装置から他の無線装置への送信が無線装置に
よって自律的にスケジューリングされる場合、データ送信リソースは、複数のスケジュー
リング割り当て期間のうちの第１のスケジューリング割り当て期間において一回、無線装
置によって選択されることができ、無線装置から他の無線装置への送信が基地局によって
スケジューリングされる場合、データ送信リソースは基地局によって選択されることがで
きる。
【００７２】
  第１の実施形態における無線装置によれば、送信機は、他の無線装置からの受信タイミ
ングに基づく下りリンクタイミングであって、タイミングアドバンスを有しない下りリン
クタイミングを用いて送信情報を送信するように動作することができる。
【００７３】
  第１の実施形態の無線装置によれば、送信機は、スケジューリング割り当て期間に時間
リソースパターンを適用するサブフレームの一部において送信情報を送信するように動作
することができ、サブフレームの一部は指定される、事前に定義される、または設定され
る。
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【００７４】
  第１の実施形態の無線装置によれば、送信機は、データ送信リソースの物理リソースブ
ロック（ＰＲＢ）内で送信情報を送信するように動作することができ、ＰＲＢのインデッ
クスは、データ送信リソースのＴ－ＲＰＴインデックスと関連付けられ、または、送信機
は、データ送信リソースの固定ＰＲＢ内で送信情報を送信するように動作することができ
る。
【００７５】
  第１の実施形態の無線装置によれば、処理回路は、以下の方法のいずれかにおいて、ス
ケジューリング割り当てメッセージとデータとを、送信情報へ多重化することができる。
すなわち、処理回路が物理層においてスケジューリング割り当てメッセージのリソースエ
レメントをデータ送信リソースに埋め込んで、送信情報を形成し、ここで、データ送信リ
ソースの関連するリソースエレメントがパンクチャされる。処理回路が、スケジューリン
グ割り当てメッセージをデータ送信リソースの一部にマッピングし、データをデータ送信
リソースの他の部分にマッピングして送信情報を形成し、ここで、データの符号化レート
はデータを送信する他の部分内でマッチングされる。
【００７６】
  本開示の第２の実施形態によれば、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む通信ネ
ットワーク内にある無線装置であって、スケジューリング割り当て期間内に送信情報を通
信ネットワーク内の他の無線装置から受信する受信機と、送信情報からスケジューリング
割り当てメッセージを逆多重化し、スケジューリング割り当てメッセージに基づいて送信
情報からデータを復号する処理回路とを備え、スケジューリング割り当てメッセージは、
上記スケジューリング割り当て期間または以前のスケジューリング割り当て期間における
データ送信リソースを通知するために使用される、無線装置が提供される。
【００７７】
  第２の実施形態の無線装置によれば、データ送信リソースは、スケジューリング割り当
て領域とデータ領域とを含むスケジューリング割り当て期間のデータ領域内に存在し得る
。処理回路は、まずスケジューリング割り当て領域からスケジューリング割り当てメッセ
ージのブラインド復号を試みて、その後、データ領域からスケジューリング割り当てメッ
セージのブラインド復号を行うように動作することができる。
【００７８】
  第２の実施形態の無線装置によれば、処理回路は、スケジューリング割り当てメッセー
ジおよびデータが、無線通信ネットワーク内の他の無線装置によって送信されているブロ
ードキャストチャネルを介して多重化されていないことが通知される場合、スケジューリ
ング割り当て領域からスケジューリング割り当てメッセージを復号することができる。
【００７９】
  第２の実施形態の無線装置によれば、データ送信リソースは、複数のスケジューリング
割り当て期間のうちの第１のスケジューリング割り当て期間以外の少なくとも１つのスケ
ジューリング割り当て期間内に存在し、複数のスケジューリング割り当て期間の各々は、
データ領域を含むことができ、各データ領域内のデータ送信リソースは、スケジューリン
グ割り当てメッセージによって通知することができる。
【００８０】
  本開示の第３の実施形態によれば、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む無線通
信ネットワークに適用される無線通信方法であって、通信方法は、データと、スケジュー
リング割り当てメッセージとを、送信情報へ多重化するステップと、スケジューリング割
り当て期間において、送信情報を、通信ネットワーク内の他の無線装置に送信するステッ
プとを含み、スケジューリング割り当てメッセージは、上記スケジューリング割り当て期
間または以前のスケジューリング割り当て期間におけるデータ送信リソースを通知するた
めに使用される、無線通信方法が提供される。
【００８１】
  本開示の第４の実施形態によれば、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む通信ネ
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当て期間内に送信情報を通信ネットワーク内の他の無線装置から受信するステップと、送
信情報からスケジューリング割り当てメッセージを逆多重化し、スケジューリング割り当
てメッセージに基づいて送信情報からデータを復号するステップと、を含み、スケジュー
リング割り当てメッセージは、上記スケジューリング割り当て期間または以前のスケジュ
ーリング割り当て期間におけるデータ送信リソースを通知するために使用される、無線通
信方法が提供される。
【００８２】
  本開示の第５の実施形態によれば、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む無線通
信ネットワーク内にある無線装置であって、複数のスケジューリング割り当て期間のうち
の第１のスケジューリング割り当て期間のスケジューリング割り当て領域内でスケジュー
リング割り当てメッセージを、無線通信ネットワーク内の他の無線装置に送信する送信機
を備え、スケジューリング割り当てメッセージは、各スケジューリング割り当て期間にお
けるデータ送信リソースを通知するために使用される、無線装置が提供される。
【００８３】
  本開示の第６の実施形態によれば、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む無線通
信ネットワーク内にある無線装置であって、複数のスケジューリング割り当て期間のうち
の第１のスケジューリング割り当て期間のスケジューリング割り当て領域内のスケジュー
リング割り当てメッセージを、無線通信ネットワーク内の他の無線装置から受信する受信
機を備え、スケジューリング割り当てメッセージは、各スケジューリング割り当て期間に
おけるデータ送信リソースを通知するために使用される、無線装置が提供される。
【００８４】
  本開示の第７の実施形態によれば、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む無線通
信ネットワーク内の無線装置に適用される無線通信方法であって、複数のスケジューリン
グ割り当て期間のうちの第１のスケジューリング割り当て期間のスケジューリング割り当
て領域内でスケジューリング割り当てメッセージを、無線通信ネットワーク内の他の無線
装置に送信するステップを含み、スケジューリング割り当てメッセージは、各スケジュー
リング割り当て期間におけるデータ送信リソースを通知するために使用される、無線通信
方法が提供される。
【００８５】
  本開示の第８の実施形態によれば、互いに直接通信可能な複数の無線装置を含む無線通
信ネットワーク内の無線装置に適用される無線通信方法であって、複数のスケジューリン
グ割り当て期間のうちの第１のスケジューリング割り当て期間のスケジューリング割り当
て領域内のスケジューリング割り当てメッセージを、無線通信ネットワーク内の他の無線
装置から受信するステップを含み、スケジューリング割り当てメッセージは、各スケジュ
ーリング割り当て期間におけるデータ送信リソースを通知するために使用される、無線通
信方法が提供される。
【００８６】
  加えて、本開示の実施形態はまた、上記のそれぞれの通信方法のステップ（複数可）を
実行するためのモジュール（複数可）を含む集積回路を提供することもできる。さらに、
本発明の実施形態は、コンピューティング装置上で実行されたときに、上記のそれぞれの
通信方法のステップ（複数可）を実行するプログラムコードを含むコンピュータプログラ
ムを記憶したコンピュータ可読記憶媒体を提供することもできる。
【００８７】
  本開示は、本開示の内容および範囲から逸脱することなく、本明細書および既知の技術
に提示された説明に基づいて当業者によって様々に変更または修正されることを意図して
おり、そのような変更および適用は、保護されるように特許請求されている範囲内に入る
ことに留意されたい。さらに、開示内容を逸脱しない範囲で、上記実施形態の構成要素を
任意に組み合わせてもよい。
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